
将来の災害に備える　～地域型防災倉庫～

2019 年 10 月 31 日（木）応募締切　　　　　　　　　　　　　　  消印有効
主催：公益社団法人　長野県建築士会
後援（予定）：長野県、長野県教育委員会、長野県木材協同組合連合会、
　　　　　　   信州木材認証製品センター　



【 応募資格】

長野県デザイン振興協会（予定）
長野県建設部（予定）
長野県工業高等学校長会 会長
公益社団法人 長野県建築士会 会長 他　※順不同敬称略

【表彰・発表】 最優秀賞、優秀賞 他（個人）、最優秀校賞（団体）は二
次審査にて発表を行う。後日、 公益社団法人 長野県建築
士会ホームページに掲載を行う。

【問い合わせ・
　作品提出先】

【スケジュール】

〒380-0872　長野県長野市大字南長野字宮東 426-1
TEL 026-235-0561
公益社団法人 長野県建築士会 事務局
◇一次審査結果発表
令和元年 11 月上旬を予定
◇二次審査（公開審査）
令和元年 12 月 14 日（土）　長野市芸術館（長野市）
◇ワークショップ
建築士がテーマについてのワークショップを随時開催し
ています。
詳細については事務局にお問い合わせください。

長野県内の学生等
※グループ、個人は問いません

【 応募期間】 令和元年 10 月 10 日（木）～
                                　令和元年 10 月 31 日（木）（消印有効）

【 質疑応答】 原則、質疑応答は行わない。
A３用紙２枚以内とする。表現方法は自由とし、提案の
趣旨や内容がわかりやすく伝わるように表現すること。

【 提出方法】 作品提出先へ郵送または、持ち込むこと。
応募者の氏名等は応募シートにしたがって内容を記入し、
応募作品の裏面右下に貼付すること。
※応募シートは当会ホームページよりダウンロードがで
きます。
提出作品が２枚に渡る場合は、応募シートを作品のそれ
ぞれに貼付すること。
同一学校より複数応募の際はまとめて提出をすること。
応募後の作品および応募シートに記載された内容の変更は
できません。

【 審査方法】 審査は一次審査（書類審査）、二次審査（公開審査）の二段
方式で行います。
◇一次審査（書類審査）
全応募作品を対象に青年・女性委員会で作品を審査し、
一次審査通過作品は応募者または、各学校へ書面にて通知
します。
◇二次審査（公開審査）
一次審査通過作品による作品のプレゼンテーション（４分）
および審査員との質疑応答を行う公開審査を行います。
全員の発表・質疑応答が終了した後、入賞作品を決定
します。
※一次審査通過者には、二次審査のプレゼンテーション用
データを準備していただきます。
データ容量、表現方法（当日、模型持ち込みも可）は自由
となります。発表用に使用する PCはデータエラーを
防ぐため、極力持ち込みでお願いいたします。持ち込み
ができない場合は、運営側の PCをご使用ください。その
際は最善を尽くしますが、データエラーが発生する可能性
がありますのでご了承ください。

【注意事項】
①応募作品は、二次審査（公開審査）会場にて展示をします。
②応募作品は特別な理由を除いて返却はできません。
③応募作品に関する一切の権利は、主催者側に帰属します。
④ご不明な点がありましたら事務局までお問い合わせください。

※本コンテストは青年・女性委員会が担当しています。
【後援】（予定）
長野県、長野県教育委員会、長野県木材協同組合連合会、
信州木材認証製品センター

【主催】

公益社団法人　長野県建築士会
　　　　　　　TEL 026-235-0561
　　　　　　　mail n-shikai@avis.ne.jp

第１２回
信州環境 ECOコンテスト　

【テーマ】

将来の災害に備える　
　　　　　～地域型防災倉庫～

令和１０年

あなたのまちに大きな自然災害が発生しました。
その時　

あなたが提案した防災倉庫が地域の人たちの
大きな助けとなっています。

この防災倉庫は、普段も地域で活用されています。

普段と災害時の両方での機能をもち
地域性がデザインされた防災倉庫の提案を求めます。

【提案条件】
1. 普段はあなたの地域で活用され、災害が起こった
　ときは防災倉庫として使える事。
2. 災害は特定しません。
3. 構造は任意。大きさは 10 ～ 20 ㎥程度とし、独立
　して立つことを条件とする。
3. 外観・内観は問わないが地域の魅力をデザインし
　たものとする。
4. 提案はコンテスト趣旨に沿ったものとする。逸脱
　している提案は原則、審査対象としない。


